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第5報 結核菌の室温染色法 のための界面活性剤 な らびにキ シロールの利用
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緒 言

第4報1)に おいてZiehl(以 下Zと 略)液 に種 々の界

面活性剤特にアニオン活性剤またはノニオン活性剤を加

えて結核菌を染色す るときはその染色能を増強せしめう

ることをのべ さらにこれ らの界面活性剤のうち,特 に脂

肪族高級アルコール硫酸エステル塩(モ ノゲン)を 用い

て種 々実験を試みた結果加温染色時において染色能の見

るべき増強があったのみならず,低 温染色時においてさ

えもZ-N法 に匹敵するかあるいはそれ以上の染色能が

発揮 され ることについてものべたが,今 回は前記モノゲ

ン加Z変 法液を中心 としての室温染色法について種々検

討を加えた結果以下述べ るような成績をえたので報告す

る。

実 験1

1。 実験材料:GaffkyIII～IV号 程度の結核喀疾に注

射器をもつて5分 間パンピングをほどこす ことによ り充

分均等化 し,そ の1白 金耳量ずつを職物硝子上に採 り径

1.50cmの 円形内にほぼ均等な厚さに塗抹,乾 燥,火 焔固

定したものを用いた。

2。 使用染色液および薬剤:本 実験では前報4)の0.01

%モ ノゲン加Z変 法液(以 下M液 と略)の 染色能をさら

に増強せしめる目的であらかじめ下記のような種 々の薬

剤をもつて前処置 した塗抹標本について染色をこころみ

た。

a)M液 は次のような処方によつた。すなわち塩基性

フクシン4.0無 水酒精20cc,10%石 炭酸水80卿,モ ノゲ

ン0.01gに よ り第4報1)と 同 じようにしてつ くり,今 回

は専 ら調製後1ヵ 月以上経過したものを使用し,

b)前 処置液 としては次のような薬物を使用 した。

(1)5%タ ンニン酸水溶液,(20キ シ ロール,(3)1%NaO

H加70%酒 精液,1%NaOH加 ホノレマリン液,(30石油

ベンジン,(6)30%丁 字油酒精液。

3。 染色法:染 色は次の方法によつた。

a)Z原 法液で2分 間加温染色(こ れを対照 とした)

b)前 出の前処置液を塗抹標本に満載 し1分 間作用 さ

せた後 これを捨て水洗することな くこれにM液 を満載し

5分 間室温(室 温約31℃,夏 期)染 色後水洗 した。

a),b),と もに水洗後0.5%マ ラカイト緑加3%塩 酸

酒精をもつて脱色復染しフクシン液が完全にマラカイ ト

緑と置き代るまでこれを繰 り返えした。

実 験 成 績

実験1の 成績はまとめて表1に 示した。

表1 0.01%モ ノゲン加Z変 法液で室温染色 したさいの各種前処置液の結核菌検出率に及ぼす影響

Fo=1.48<F44(0.05)=6.39

to=8.827>t8(0.01)=3.355
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すなわち,結 核菌検出比の数字の上か らは前処置を施

さなかつた ものとキシロールで前処置したもののみがや

や対照にまさつていたように見受けられたが,検 定の結

果 キシロールと対照 との間のみに明らかに有意の差が認

められた。その他の場合は全て逆に菌検出数が低下 して

いた。なお,こ のうちNaOH加 液で標本を前処置 した

ものでは菌その ものの被染状態は良好であつたが,標 本

が流失しやす く問題にな らなかつた。また無処置標本を

M液 で染色したさいには結核菌へのフクシン染着の濃さ

がZ原 法液による加温染色の場合に較べて淡い うらみが

あつたが,標 本をキシロールで前処置 した後M液 で染め

たさいにはZ液 による加温染色のさいよりもむしろ結核

菌はよ り濃染 されてお りしか も上記のように検出率 も有

意の差をもつてより高かつたのでキシロールによる標本

前処置法の有利性が考えられた。

実 験II

実験1の 成績の結果 キシロールで標本 を前処置した後

に染色す ることが或程度結核菌の室温染色にやや好結果

をもたらすことがわかつたが,こ のほかにさらにドデシ

ル ・アミン ・ポリエチレングリコールの誘導体であるミ

ヨシ油脂のペレテックスLA系 の もの(ノ ニオン活性剤)

について,そ のM液 の染色能増強能について予備実験を

行つてみたところ,あ る程度有望ではないかと思われる

ような所見がえられたので引続 き次のような実験を試み

た。

巽験材料および方法

1.実 験材料:実 験Iと 同じようにしてつ くつた塗抹

標本。

2.染 色液な らびに染色法:

a)染 色液―(1)Z原 法液(対 照 として用いた) ,(2)M

液(実 験Iと 同じ),(3)M液100cc+10%ペ レテックス

1cc,(4)M液100cc+10%ペ レテックス10cc+キ シロール

2cc,(5)M液100cc+10%ペ レテックス1cc+キ シ ロ一ル

1cc。

b)染 色方法―Z原 法液(対 照)の 場合のみ2分 間加

温染色 し,そ の他の場合は5分 間室温(室 温28℃ 晩夏)

染色 した後いずれも水洗 しさらに0.5%マ ラヵイト緑加

3%塩 酸酒精で脱色復染することを完全にフクシンの赤

味がなくなるまで繰 り返えした。

実 験 成 績

実験IIの 成績は表2に まとめて示した。

表2ペ レ テ ッ ク ス お よ び キ シ ロ ー ル の 検 討

すなわち,室 温28℃,5分 間染色のさいのM液 による

成績は対照にほぼ匹敵し,ペ レテックス加M液 によつた

場合もまたほぼ同等であつたが,同 じベレテックス加M

液 であつても標本をキシロールで前処置 してか ら染める

と対照の15倍 に結核菌検出比が上昇したことは注 目に

値しよう。その他ベレテックス ・キシロール加M液 にお

いて も室温5分 間染色でなおかつ対照の1..倍 程度のす

ぐれた菌検出比を示しうることがみ られた。

なお,以 上の各染色液のうち結核菌の もつとも濃染す

るのは(4)液す なわちM液10cc+10%ペ ンテックス1cc+キ

シロール0.2ccの 液 であ り,こ れはさらにキシロール前

処置標本を(3)液 すなわちM液10cc+10%ベ レテック

ス0.1ccの 液 で染めた場合 とともに顆粒の染出において

も最 もす ぐれていた。 ところが,M液 に加えるキシロー

ルの量はこの意味では2%の 方が良いように思われたが

キシロールの添加量が多 くなると染色後の脱色が困難に

なる傾向があることおよび放置するとキシロールが染色

液か ら分離するとい う2つ の欠点があらわれるようにな

ることがわかつた。ただし,こ れらの欠点のうちの後者

は使用前によく振盪することによつて充分除かれ る。

実 験III
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本実験を行 うに先立ちキシロールを分散し完全に01w

の型 とする作用があつてしか もこれを染色液に添加して

もその染色能 に悪影響を及ぼさないような薬物を追求す

る必要があると考 えられた。そこでアニオン活性剤に混

合しうる界面活性剤としてはアニオンまたはノニオンが

好都合であるけれ ども塩基性 フクシンに影響を与えない

ものとしてはノニオン活性剤の方がよい ところか ら種々

のノニオン活性剤につきまずキシロールの分散性を調べ

たところレオポールN(Polyoxyethylen alkyl ether

竹本油脂)が 良いことがわかつた。すなわち,こ れを水

100ccこ 対 し8滴 加えることにより2ccのキシロールを完

全に水中に分散せしめうることがわかつたのでこれを用

いて以下のようなAお よびBの2種 の実験を行つてみ

た。

A.Ziehl-Neelse笠 法,Hallberg法 な らびに界面活性

剤,キ シロール加Z変 法液による染色法との比較実験特

に染色時間の検討

I.実 験材料ならびに方法

1.実 験材料:材 料 としてはGaffky IV号 程 度の結核

喀痰を使用し実験Iと 同様にしてつ くつた標本。

2.供 試染色液:

a)Z原 法液(対 照)

b)塩 基性 フクシン(日 新化学)4g

無 水 酒 精20cc

10%石 炭酸水80cc

1%モ ノゲン溶液1cc

10%ベ レテックスLA系1cc

キシ ロール2cc

レオポールN8滴

以上をよく混和振盪後濾過し1昼 夜室温に放置後使用

する。これを仮 りに 「界面活性剤キシロール加Z変 法

液」と呼ぶこととする。

c)Hallbergの 液-Hallbergの 原法2)5)に よ る。

3)染 色法:

a)Z-N法:Z-N原 法通 りとし2分 間加温染色後水

洗,3%塩 酸酒精で脱色水洗,Lofflerの カ リメチレ

青液で復染(こ れを対照1と した)。

b)Z原 法液 をもつて2分 間加温染色,水 洗後0.5%

マ ラカイ ト緑加3%塩 酸酒精で脱色復染,水洗,乾 燥(こ

れを対照2と した。これにより復染による差をなくして

実際の各染色能を比較したいと考えた)。

c)界 面活性剤キシロール加Z変 法液をもつてそれぞ

れ3分 間,5分 間,10分 間室温染色(室 温約24℃,秋 期),

水洗,0.5%マ ラカイ ト緑加3%塩 酸酒精で脱色復染(フ

クシンの色が完全に消失するまで復染を繰 り返す)。

d)Hallbergの 方法:Hallberg液 で蒸気の立つ程度

まで加温染色後5分 間そのまま放置,水 洗,25%塩 酸 で

作つた3%塩 酸酒精で完全に脱色,水 洗,2%の ビスマ

ルク褐で復染,水 洗,乾 燥。

II.実 験 成 績

実験IIIのAの 成績(各 法 とも5標 本100視 野ずつ,計

500視 野 の結核菌数について比較したもの)は まとめて

表3に 示 した。

表3界 面活性剤 ・キシロール加Z変 法液による室温(24℃)染 色成績(染 色時間の検討)

すなわち,染 色法a=Z-N法(対 照1)で は検出菌

数計529コ で あつたのに対 して同b=対 照2の0.5%マ

ラカイト緑加3%塩 酸酒精で復染脱色 したものでは903

コとな り対照1の1.7倍 であつた。ところが界面活性剤

キシロール加Z変 法液 をもつて3分 間室温染色 したさい

(同c)の 検出菌数は1,126コ で対照1の2.1倍,対 照

2の1.2倍 で あ つ た,同 じ く5分 間室 温 染 色 し た さい

(同c')で は1,733コ(対 照1の3.3倍,対 照2の19倍)

を示 し同 じ く10分 間 室 温 染 色 し た さい は1,856コ(対 照

1の3.5倍,対 照2の2.0倍)と な つ て い た 。 また

Hallbergの 方 法(同d)で は1,224コ(対 照1の2.3倍

対 照2の1.4倍)で あつ た。



1956年9月 547

B.重 染 色による結核菌検出数の比較

I.実 験材料な らびに方法

実験材料:前 実験(A)に 引続き同一材料を使用した。

実験方法:前 実験中対照2と して用いた標本を一且3

%塩 酸酒精で20秒 間脱色水洗,乾 燥した後再び界面活性

剤キシロール加Z変 法液をもつて5分 間室温(約24℃)

染色後水洗し0.5%マ ラカイト緑加3%塩 酸酒精をもつ

て脱色復染,水 洗,乾 燥後当初Z液 で染色 し鏡検したと

同じ場所を鏡検した。そのほかに同一材料による同時作

成の他の標本を界面活性剤キシロール加Z変 法液で前記

と同様にして室温(24℃)染 色,鏡 検後3%塩 酸酒精で

20秒 間脱色しZ液 で再び2分 間加温染色,水 洗0.5%マ

ラカイ ト緑加3%塩 酸酒精で脱色復染したものについて

前記と同様に同一場所を鏡検した。

異 験 成 績

成績はまとめて表4の1お よび同4の2に 示 した。

表4界 面活性剤 ・キシロール加Z変 法液 とZ液 との重染色実験

すなわち,ま ずZ原 法液染色のものをさらに界面活性

剤キシロール加Z変 法液で再び染色 した各標本における

検出菌数の推移を表4の1に ついて見 るに,標 本No.1

で は前者203コ,後 者318コ,同No.2で はそれぞれ

172コ と406コ,同No.3で は それぞれ175コ と399コ,

同No.4で はそれぞれ170コ と326コ また,同No.5で は

それぞれ183コ と334コ といつた具合にいずれにおいて

も後者において検出菌数はかなり増加しその合計菌数は

前者903コ で あるのに対して後者では1,783コ となつた。

この検出比をみると1.0:2.0と な りまたこれを表3の

対照1(染 色法a)の 検出比を1.0と してみると実に

3.4と い うことになつた。

次にあ らかじめ界面活性剤 キシロール加Z変 法液で染

色 した標本をさらにZ原 法液を もつて重染色 したさいの

成績を表4の2に ついてみるにあのおの100視 野 中に見

出される結核菌数の動きを見るに標本No.1で は前者386

コが後者143コ とな り,同No.2で は同じく345コ が172

コに,No.3で は同じく349コ が167コ に,同No4で は同

じく388コ が171コ にまた同No.5で は同じく4103が

145コ になつた。 これ ら5標 本より検出された合計菌数

は前者では1,878コ であつたのに後者では798コ に激減

した。したがつてこの検出比は2.4:1.0と な り,さ ら

にこれを表3の 対照1を1.0と してみると前者では3.6

とな り後者では漸 く1.5の 比 となつた。

以上の実験結果よ りして結核菌の染色にあたり界面活

性剤キシロール加Z変 法液を用いるさいには染色温度が

室温であつて もなお,Z-Nの 加温染色法に比 して2～3

倍以上の染色効果を,あ げうるものであることがわかつ

た。

実 験IV

本実験は実験IIIに類似 したものであるが,気 候の変化

に伴い室温 もこれにつれて変化す るのでいつ も前述の実

験のように24℃ ～30℃ とい う室温は期待できがたいと

ころか ら,こ の実験では室温のより低い さいにおける自

案の界面活性剤キシロール加Z変 法液による染色法の効

果について検討し併せてこれとZ-N原 法およびHa1l-

berg法 の各効果 との比較をも行つた。

巽験材料ならびに方濃

1。 実験材料:Gaffky II号 程度の結核喀痰の既述の

実験のように5分 間注射器をもつてするパンーピングによ

り充分均等化したものを1白 金耳量ずつ載物硝子上に径

1.50mの 円形内にほぼ均等な厚 さに塗抹,乾 燥,火 焔固

定した ものを使用した。

2.染 色法:

a)Z-N法-Z液 により原法通 り2分 間加温染色 し復

染 もLoffierの ヵ リメチレン青で行つた。二対照。

b)界 面活性剤キシロール加Z変 法液による染色法―

実験IIIAに 用 いた本染色液(調 製後1ヵ 月以内のもの)

を以て2分 間加温染色,20℃ 室温(昼 間の温度)5分 間
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染色,18℃(夜 間温度)5分 間染色,15℃(早 朝温度)5

分間染色および10℃(特 に冷蔵庫内で10℃ に保たれ

た染色液による)5分 間染色をそれぞれ各別に行つた後

水洗し0.5%マ ラカイト緑加3%塩 酸酒精で赤色の完全

に消失するまで脱色復染した。

c)Hallberg法 ―実験IIIと同様に原法に従つた。

実 験 成 績

実験IVの 成績は一括して表5に 示した。

農5界 面活性剤 ・キシロール加Z変 法液による比較的低室温下における染色成績

すなわち,各 標本 とも100視 野ずつ5標 本計500視 野

を観察しての結核菌検出合計数を比較すると,対 照たる

Z-N原 法のそれは175コ,Hallberg法 では446コ(対

照の2.5借)で あつたが,界 面活性剤キシロール加Z変

法液の場合では,2分 間加温染色のさいは596コ(対 照

の3.4倍),20℃,5分 間 室温染色のさいは687コ(対

照の3.9倍),18℃,5分 間染色では685コ(対 照の3.9

倍)15℃5分 間染色では683コ(対 照の3.9借)ま た

1000,5分 間染色では672コ(対 照の3.8倍)で あつた。

以上の成績が示すようにZ-N原 法,Hallberg法 な

らびに界面活性剤キシ ロール加Z変 法液 による法の3法

の染色効果は,Z-N原 法<Hallberg法<界 面活性剤

キシロール加Z変 法液 による方法の順序であつたが,さ

らに界面活性剤キシロール加Z変 法液による染色法にお

ける染色温度差 と染色効果 との関係についてみるにこれ

らの問にはほとんどい うほどの差は認められなかつた。

ところがただここで注目されることは同法で加温染色し

た場合の方が室温染色の場合に比べて検出菌数が多少 と

も劣 り,か つ被染状態 もやや劣つていたことである。 こ

れはあるいは界面活性剤およびキシロールを添加す るこ

とによ りその染着力が異常に増強 されているために加温

染色では標本の結核菌以外の部分 も脱色に耐えて赤色が

残 るためではないかとも思われる。

実 験V

結核喀痰30例 について前記3種 染色法による鏡検成績

とそれ らよりの培養成績 とを比較した。

実験材料ならびに方法

実験材料:前 述 と全 く同様にして均等化した結核喀痰

液30例 より一方では塗抹標本を作 り下記の染色に供し他

方では残 りの同一材料をPetroffの アルカ リ集菌法に従

い,集 菌後各2本 あての小川培地に移植し2ヵ 月間培養

した。

染色法:(1)Z-N原 法 による2分 間加温染色法,(2)

Hallberg法 お よび(3)界 面活性剤キシロール加Z変 法液

による5分 間室温(10月 ～12月)染 色法。

成績判定:塗 抹染色標本ではおのおの500視 野 中の結

核菌数を数え,培 養成績では各例2本 あての培地の うち

集落発生の数ないし量の多い方の成績をとつた。

実 験 成 績

表6 Z-N法,Hallberg法 お よび界面活性剤 ・キシロール加Z変 法液による室温染色法による鏡検 と培養 との比較
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この成績は表6に 示したように喀痰30例 中鏡検または

培養のいずれかに陽性を示した ものが計14例 であつたが

そのうちZ-N法 では6例 が,Hallberg法 では9例 が,

界面活性剤 キシロール加Z変 法液による室温染色法では

12例 がおよび培養では10例 がそれぞれ陽性であつた。

すなわち,界 面活性剤 キシロール加Z変 法液によつた

場合はZ-N法 によつた場合の2倍 の陽性を示 しかつ培

養成績よりもより秀れていた。なお,培 養法でのみ陽性

であつたものは1例(No.26)で あつたのに対 して,培

養陰性,鏡 検陽性例が4例(No.14,19,21お よび30)

もあつた。これは供試した染色法のす ぐれたものであつ

たため許 りではなく恐 らくは供試喀痰の大多数例が化学

療法実施中の患者よりのものであつたことにもよるので

はあるまいか。

総括ならびに考案

以上私は界面活性剤およびキシロールを添加したZ変

法液を用いれば室温染色によつてもす ぐれた結核菌の検

出率が期待できることについて実験的に証明しえたこと

に関して述べたのであるが,す でにChermockお よび

Muller4)(1946)も 界面活性剤の一つであるTergitol

を添加すると結核菌の室温染色が可能であると報告して

いる。そこで私 もまずこのTergitolの 効果について予備

実験的に検討 してみたのであつたがその結果 によるとこ

れに対しては余 り大 きな期待はかけられないと思われる

ような成績しかえられなかつた。またAubert 5)(1950)

は(Tween 80を 利用 して結核菌の冷染をこころみて報

告しているが,こ のものもまた私の実験の限 りではすで

に第4報1)に おいて 報告してい るように加温染色では

かな りよい成績が得 られるが冷染では予期の成績に反す

ることを知つた。

さらにHoffrnann 6)(1952)は 喀痰中の結核菌証明に

あた りSputosol等 の利用について報告しKonrad H-

ummel 7)(1953)はCremophor AP 8290と 称す る脂肪

酸含有化合物をZiehl液 に加えて用い,Karaila 8)(1954)

はFuchsin-saturated methylic alcoho1 40ml,Phenol 

liquefact 10ml,Xylol 20ml,Tween 80(1 Drop/10ml)

7 dropsの 液 による3分 間(室 温)染 色法を提示してい

0るしさ'らにDll 9)(1955)もSputosolを 用 いた成績 に

ついて報告している。

ところで私は,結 核菌染色証明法の改良に関する一連

の研究に当 り,ま ず結核菌の難染性が未処理の羊毛,絹

糸等の難染性 と一脈通ずるものがあるように愚われたの

で,こ れ らのセンイの染色に当つてはまず精練剤が使用

されることに示唆をえてその精練剤であるところのア線

カリ剤をZiehl液に加えての結核菌の染色法を工夫しこ

ころみた結果ややみるべ き成果をあげえたことについて

はすでに第1報10)第2報11)お よび第3報12)に 述べた

ところであるがそれに続いてやは りセンイ染色のさいに

近時その滲透性助長の作用15)14)の 故 を以つて染着促進

の目的か らセンイ染色界に汎用きれるようになつた界面

活性剤 を前述のセンイ染色のさいと同じ理由か らとおよ

び前に紹介 した諸先人4)～9)の 業績 による示唆か らもし

て改めて結核菌染色に援用することを思いたち種 々検討

す るに至つたものである。その結果の1部 はすでに第4

報1)に おいて述べたようにZ液 に0.01%の 割 合に界面

活性剤の一つであるところのモノゲンを加えて用いれば

加温染色ではもちろんのこと室温染色においてもZ-N

加温染色法を多少 とも凌 ぐ成績が期待できることを知 り

えたのであつたが,さ らに今回はこれを中心 として室温

染色時その染色能をより助長せしめうるような補助剤な

いし媒染剤の探索をもタンニン酸,キ シロール,苛 性 ソ

ーダ,ベ ンジン,丁 字油,ア セ トン,ベ レテックスLA

系等を供試して実施したのである。その結果それ らのう

ちキシロールが或程度期待できるように考えられたほか

に,さ らにペレテックスLA系(ド デシル ・ア ミン・ポ

リエチンング リコールの誘導体)も ややす ぐれているよ

うに思われた。そこでこの両者をさきの0.01%モ ノゲン

加Z変 法液に添加してみたところ非密に秀れた染色能促

進作用を発揮した。 ところが このようにして調製 したZ

変法液では,な る程結核菌低温染色能においてはきわめ

てすぐれてはいたものの他面放置すればフクシン液 とキ

シロール とが分離するので,使 用時毎に振鑑して用いな

ければな らない とい う点およびキシロールのために,染

色液が載物硝子面に粘着して脱色が困難となるとい う点

にその短所を蔵 していることがわかつた。

よつてこのキシロールを完全にフクシン液内に分散し

うるものを探索 した結果 この目的にはノニオン活性剤で

あるレオポールNが 適当であることがわかつたので,続

いてこれをさきの染色液すなわち,石 炭酸 フクシン液に

モノゲン,ベ レテックスおよびキシロールの小量ずつを

加えた染色液にさらに,小 量追加して 検 討 し た(実 験

III,IV)と ころ前述の2短 所が除かれたのみならず驚 く

ベ き秀れた染色能を示すことがわかつた。すなわち,こ

の染色液 を以て,24℃ 前後の室温下で3分,5分 お よ

び10分 間染色 したさいにはともにZ原 法液による2分 間

加温染色のさいに較べてそれぞれ1.2倍,1.9倍 お よび

2.0倍 の結核菌染出能を示 し(表3)ま たそれ以下の温度

(10～20℃)で5分 間染色 したさいに もなおかつZ-N

法 をはるかに凌 ぐ結核菌検出能をあげることが で きた

(表5)の である。

ところで以上のように私のいわゆる界面活性剤キシロ

ール加Z変 法液が室温染色によつてもなおよくZ原 法液

による加温染色の効果を凌 ぎうるのはどのような機転に

よるものであろうか。 この点に関 して私は次のように考

えたい。
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すなわち,ま ずこの染色液 に加えられている界面活性

剤の本来の作用機転の一つであるところの滲透作用が,

このさい相当の役割を演じているであろうことはいうま

でもあるまいが,そ の他に界面活性剤の親水基14)が 結

核菌体の表面を覆い,そ のために結核菌が親水性に変 り

染色 されやす くなるとい うことも一つの因子 となるので

はないか と考えられ ることは,次 のような知見か らも充

分想像 され る。

すなわち,Dubos 17)は もともと疏水性であるところ

の結核菌体表面は界面活性剤を加えることにより,親 水

性に変化させ られるとの見地 より種 々の界面 活 性 剤 を

Long培 液 に加えることをこころみた結果,遂 に彼の

Tween-Albumin培 液 に成功 しておるし16)17)ま た教室

の占部 ・谷18)お よび谷ig)は 卵培地に界面活性剤である

lgepon Tに 類似の構造式をもつ14)と ころの胆汁また

は胆汁酸塩を加えることにより牛型結核菌およびBCG

を容易にS型 さらにはMucoid型 にまで変化せしめえて

いるのである。

なお,以 上の他にもアニオン活性剤ではその親水性の

極性基は陰性荷電である14)と ころか らアニオン活性剤

加Z変 法液に浸された場合の結核菌体表面は親水性にな

るのみならず同時に,陰 性荷電 となる筈二でもあるか ら本

来陽性荷電であるところの塩基性染料(フ クシン)と 結

核菌 との結合がさらに容易かつ強固 となつてくることも

また見逃せない1因 子 と考えられ る。

なお,横 手20)に よると界面活性剤と石炭酸とを併用

することにより石炭酸の消毒効果は増強されるとい うが

これは界面活性剤の存在の下に石炭酸が菌体内に浸透し

易 くなるものと解され るので,こ の機作 もまた,私 のい

わゆる界面活性剤キシロール加Z変 法液の結核菌染色能

の強盛であることの1因 となつているのか も知れない。

その他この染色液にはキシロールをも加 えてあるが,こ

のキシロールのフクシン染着力に対する効果 はす で に

E.Karaila 8)に よつても認められているところであり,

しか も私の場合これをPolyoxyethylen系 界面活性剤で

分散あるいは可溶化 しているので一層その効果は高めら

れている筈であるか ら,こ れまたこの染色液の染色能増

強の1因 になつているもの と考えられる。

結 論

私は界面活性剤な らびにキシロールを応用しての結核

菌室温染色 について次のような結論をえた。

1)石 炭酸 フクシン液に脂肪族高級アルコ炉ル硫酸エ

ステル塩(モ ノゲン),ド デシノレ・ア ミン・ポリエチレン

グリコール誘導体(ペ レテックスLA系),ポ リオキシエ

チレンアルキルアリルエーテル(レ オポールN)お よび

キシロールの小量ずつを添加試作した 「界面活性剤キシ

ロール加Z変 法液」によれば10℃ ないし30℃ の室温

で,5分 聞染色した場合結核菌の鏡検陽性率 は慣 用 の

Z-N(加 温)染 色法によつた場合の3倍 以上を示す。

2)本 変法液による室温染色標本においては結核菌の

被染状態はきわめて美麗であ り顯粒 も多数染出され,し

たがつて菌の検出も容易である。

稿を終るにのぞみ恩師占部教授に厚 く感謝の意を表し

ます。
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